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こ れ ま で の 歩 み と 、未 来 へ 向 け て



世 界 の 人 々の 健 康と幸 せに 貢 献するた め に

ロート製 薬 は、「人を、社 会 を、明 日の 世 界 を 元 気 にする」というパーパ スの 実 現 に 向 け、

健康経営をWell-beingな組織基盤を支える重要な経営戦略と位置付けています。

また、総合経営ビジョン「Connect for Well-being ＆ Longevity」のもと、ウェルビーイングと

ロンジェビティの実現を通じて、新たな健康価値を創造する企業を目指しています。健康で充

実した状態の実現はもちろん、健康寿命の延伸という成果にまで責任を持つ。この考え方は、

お客様だけでなく社員にも向けられるものです。社員一人ひとりが主体的に健康と向き合い、

自ら健康をマネジメントし成長する「自律型健康人財」となることで、個の成長や挑戦が新たな

価値創造を生み出し、その価値が社会へ広がっていく好循環を目指しています。

また、「Passion & Science」の精神のもと、社 員が自ら考え挑 戦できる風土を育むとともに、

多様なパートナーとの共創を通じて、社員やその家族、地域社会を含めた健康づくりを推進して

います。

これからも、健康経営を通じて社員のウェルビーイングとロンジェビティを実現し、人と組織の

力を最大限に引き出すことで、世界の健康課題の解決に貢献してまいります。
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人 を、社 会 を、明 日 の 世 界 を元 気 にする

ロートグループの存在意義(パーパス)は、世界の人々に商品やサービスを通じて健康をお届けすることによって、

当グループを取り巻くすべての個人や社会を「Well-being」へと導き、明日の世界を元気にすることです。
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ロ ー ト の パ ー パ ス

パーパスのもと、世界の人々のWell-beingへの貢献の実現には、社員一人ひとりが心身ともに健康で、

いきいきと力を発揮できることが重要であると考えています。そのため、「個人」のWell-beingを成長の源泉

と捉え、「ロート製薬で働くと健康になる」ことを目指し、2018年に「健康経営宣言」を制定しました。

ロ ー ト 製 薬  健 康 経 営 宣 言

わたしたちは、いつまでも健康で毎日を活き活きと働くことのできる

ʻ健康人財’であふれる会社になることを目指しています

社員の健康から社会の健康へ、そして次世代へと

健康の輪を広げていくために、さらに健康経営に取り組むことを宣言します
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健康経営の推進には、「個人のWell-being向上」が重要だと考えています。ロートでは、公私の充実や健康維持・増進を目指した

働き方の考えを全社で共有し、互いに思いやる職場づくりを目的に「ROHTO Well-being LIFE宣言」を2025年に制定しました。

また、社員一人ひとりが、自分を律し、自ら健康をマネジメントしながら成長していく「自律型健康人財」の育成を通じて、社会全

体への健康価値の創出を目指しています。

個人のWell-being向上を起点とした健康経営
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健康経営概念図

私たちは、プロの仕事人として自律したキャリアを構築し、Well-beingな人生を送る
ためには、心身が共に健康であり、ロートでの仕事とプライベートの時間どちらも充
実することが大切であると考えています。1.

ROHTO  Well-being LIFE 宣言

心身の健康はWell-beingな人生の土台であると考え、疾病の予防・治療、体力づく
り、休息などの健康維持・増進に積極的に取り組みます。また、私たちを支えてくれ
ている共に働く仲間や家族の健康を他人事にせず、健康維持・増進に協力します。2.
常に仕事の価値に向き合い、業務効率化、生産性向上、多様な働き方の実践な
どに取り組み、仕事とプライベートを調和し、Well-being向上の時間創出に努
めます。3.
創出した時間は、自らを磨き高めるための学びや複業などの【自己実現・研鑽】、家
族・友人・大切な人と過ごす時間や趣味、健康づくり、休息、余暇などの【心身のリ
フレッシュ】、育児、介護、家事、社会活動などの【家庭や社会での役割を果たすた
めの時間】などに積極的に使います。

4.
家族や取引先など、私たちを支えてくれている方々のWell-beingへの配慮を忘れま
せん。また、家庭や社会での役割を積極的に果たそうとする仲間を応援します。5.
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組織

健康経営施策

自律型
健康人財の育成

自発的チャレンジ

きっかけ・機会提供

仕組み化・文化醸成

健康社会

健康組織
の成長

自律型健康
人財の成長成果把握

自己理解習慣化

知識習得
健康リテラシー

向上

目標（KPI）・
計画

実践・行動

データ
連携

社内健康通貨
『ARUCO （アルコ）』

●  行動変容促進   ●  挑戦の応援
●  共感・感謝の文化醸成

福利厚生サービス・商品等に交換

● 日々の運動記録
   （活動量計）
● 朝の体操
● 全社運動会
● 全社イベント

● 健康ドリル
● 健康セミナー
   （オンラインプラットフォーム）
● 社内マイスター制度
   （ヘルスケア）

● 分析・改善施策
● グループ別傾向分析・
　 進捗確認
● 気づきの創出
   （健康診断/体力測定）

● 健康指標（KPI）
　 の設定



代表取締役社長の責任の下、健康経営推進グループが主体となり、健康経営の取り組みを推進しています。CHRO　（チーフヒューマンリソースオフィサー）※の

助言を受け、人事総務部・各拠点の総務グループやプロジェクト推進担当者、労働組合、ロートグループ健康保険組合、安全衛生推進室、 安全衛生委員会、外部相談

窓口と連携しながら、社員の健康の保持・増進に取り組んでいます。

健 康 経 営 推 進 体 制
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社外
アドバイザー

連携 安全衛生推進室 人事総務部

通勤・交通災害管理
保安防災管理

プロジェクト推進担当者
社員

外部相談窓口
（専門家）

健康経営推進G各拠点総務G

代表取締役社長

CHRO

安全衛生委員会

安全管理者
衛生管理者
化学物質管理者

（チーフヒューマンリソースオフィサー）

専任メンバー・産業医・保健師

助産師
保健師
看護師

ケアマネジャー
産業カウンセラー

キャリアコンサルタント

ロートグループ
健康保険組合

労働組合

健康増進

化学物質管理推進

グループ会社

連携

連携

連携

※最高人事責任者：人財開発、組織開発、Well-being経営 担当役員



社員の基礎体力づくり

健康増進の環境整備

ヘルスデータの利活用

健康経営の本格化

1970年代の朝の体操の実施にはじまり、禁煙活動の推進、健康経営推進グループや

CHOの設置など、時代に先駆けた健康経営に取り組んできました。

「ロート製薬で働くと健康になる」を目指し、近年では、社員一人ひとりが

自ら健康づくりを実践する「自律型健康人財」の育成や、

Well-being向上を起点とした取り組みへと発展しています。

「ロート製薬で働くと健康になる」を目指して
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1970 年頃 朝の体操スタート

1980 年頃 第1回運動会開催

2004 年 社員の健康増進を専門に担う「オールウェル計画推進室」発足

2005 年 「全社禁煙プロジェクト」開始

2014 年 健康経営最高責任者「CHO（チーフヘルスオフィサー）」設置  ※現在はCHRO

2016 年 健康経営推進グループを設置

2018 年 オリジナル健康ツール「W-UP（ワップ）」開始

2019 年 社内健康通貨「ARUCO（アルコ）」開始

2022 年 ロートグループ
健康保険組合設立



2021年、生活習慣病のリスク要因となるメタボリックシンドロームの改善をはじめ、健康の土台となり、フィジカルウェルネスの向上につながる８つの指標を

設定しました。また、2025年には、内面からいきいきとした状態を支えるマインドの向上に関する４つの指標を新たに加え、心身の両面から社員のWell-being

向上を多角的に推進しています。

健康のベースを構築する12の指標
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「メタボリックシンドローム該当者の割合」「貧血該当者（女

性）の割合」「喫 煙者の割合」 「睡眠満足の割合」について

は、2025年度も重点テーマとして施策を継続。

特に、睡眠については、働き方やライフステージの変化など

さまざまな要因が影響しており、継続的な取り組みが必要

なテーマと捉えています。また女性社員比率が高いことか

ら、貧血も重要な健康課題として取り組んでいます。

KPI

メタボリックシンドローム該当者の割合
（メタボ判定+メタボ予備軍判定）［％］

��.� 
(�.�+�.�)

��.� 
(�.�+�.�)

2023年度 2024年度 2025年度 2030年度
目標

��.�
(�.�+�.�)

�

重点テーマ

睡眠満足の割合＊�

（睡眠時間6時間以上の割合）［％］
��.�
(��.�)

��.�
(��.�)

��.�
(��.�)

��

重点テーマ

貧血該当者（女性）の割合＊�［％］ ��.� ��.� ��.� �
重点テーマ

健力年齢＜実年齢の割合＊�［％］ ��.� ��.� ��.� ��

適正飲酒を守っている割合＊�［％］ ��.� ��.� ��.� ���

30分の運動を週2回以上実践者の割合［％］ ��.�

－

��.� ��.� ��

１日8,000歩及び20分速歩き実践者の割合＊�［％］ ��.�
(��.�＊�)

��.�
(��.�＊�)

��.�
(��.�＊�) ��

39メッセージ送付率＊�（受取率）［％］ ��.�
(��.�)

��.�
(��.�)

��.�
（��.�） ���

学び実践率［％］ ��.� ��.� ���

時間外労働［時間/月］ ��.� ��.� ��.� �

5日以上連続した有給休暇取得率［％］ ��.� ��.� ��.� 80以上

喫煙者の割合［％］ �.� �.� �.� �
重点テーマフ

ィ
ジ
カ
ル

マ
イ
ン
ド

ポイント

喫煙に関しては、12ページ参照

メタボ・貧血・睡眠に関しては、15ページ参照

＊1：貧血とはヘモグロビン値12.0g/dl未満と定義する
＊2：健力年齢＜実年齢とは、体力測定結果（体力年齢・歩行年齢・脳体力®）のうち2項目以上が実年齢よりも若

い事と定義する
＊3：1回量が、男性2合未満、女性1合未満と定義する
＊4：4段階評価中、大変満足・やや満足と回答した者の割合
＊5：該当年度4～3月の実績
＊6：運動＆コミュニケーション促進イベント「新ウェルチャレ」2023夏におけるウォーキングイベント選択者（25

イベント計726名参加）の期間中平均
＊7：ウォーキング&睡眠改善イベント「とこチャレ2024睡眠＋」（3週間）の期間中平均
＊8：ウォーキングイベント「とこチャレ極2025」（3週間）の期間中平均
＊9：社員同士が感謝を伝え合える、社内専用メッセージツール
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※1:2022-2025年度累計
※2:厚生労働省「2024年度の後期高齢者支援金の加算・減算について」に基づく。
保険者機能の総合評価指標において、健康づくりや保健事業の取り組みが全国の
健康保険組合等の上位20％に該当し、後期高齢者支援金の減算対象。

ロートグループ健康保険組合（2022年4月設立）と連携しながら、社員とその家族の健康づくりを推進しています。会社と健康保険組合がそれぞれの強みや

データを活かして協働することで、健康支援施策の充実と健康課題への対応を進めています。こうしたコラボヘルスの取り組みは、社員の健康増進だけでなく、

健全な健保運営や医療費の適正化にもつながっています。

例えば、保険料率については、前加入健保を下回る水準を維持、また会社と被保険者を合わせて約3.5億円※�の保険料削減につながっています。加えて、禁煙対

策をはじめとするコラボヘルスをグループ全体へ展開し、健康づくりを推進しています。

データを活用した健康課題へのアプローチや行動変容支援をさらに強化し、
社員とその家族の健康増進と持続可能な健保運営の両立を目指していきます。

健康経営を支えるコラボヘルス
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ロートグループ健康保険組合の特長
社員一人ひとりの

Well-being実現を目指す

健康づくりを推進

働きやすい環境づくり

データ活用による改善

グループ会社へ展開

健保総合評価上位20％以内※�

約3.5億円※�の保険料削減効果

喫煙率の低下を実現

後期高齢者支援金の減算対象に選定

データや専門性を活かし
健康づくりをサポート

健診・レセプトデータの分析・活用 
健康課題の可視化・共有 
健診項目の充実・がん検診費用補助 
健康コンテンツの提供
禁煙支援サービスの提供・費用補助 
本人・家族への付加給付

今後に向けて
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定期健康診断結果を継続的に分析し、健康課題の把握と改善施策の検討・実施を行っています。2025年度からは、社員の健康維持・増進を目的としたPHR活

用の一環として、健診データ・生活習慣情報・保健指導履歴などを一元的に可視化できるシステムを導入。これにより、社員一人ひとりの健康状態を多面的に把

握するとともに、健康課題の分析や施策効果の検証を、より効率的かつ高精度に行うことが可能となりました。

定期健康診断結果
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健康診断 各項目の推移
��.�% 

��.�% 

��.�% 

��.�% 

�.�% 

��.�% 

2023年度 2024年度 2025年度

痩せ BMI ��.�以下（kg/m²）

肥満 BMI ��.�以上（kg/m²）

高血圧：収縮期血圧 140以上（mmHg）

高血圧：拡張期血圧 90以上（mmHg）

高血糖：空腹時血糖 110以上（mg/dL）

高血糖：HbA�c �.�以上（％）

脂質異常：LDLコレステロール 140以上（mg/dL）

脂質異常：中性脂肪 150以上（mg/dL）

肥満や脂質異常該当者の割合は引き続き重要な健康課題と捉え、
生活習慣病リスクの低減に向けた取り組みを強化していきます。今後に向けて

��.�

��.�

��.�

�.�
�.�

�.�

�.�

�.��.�
�.��.�

��.�

��.�

��.�

�.�

��.�

�.�

�.�

�.�

�.�
�.�

�.�

�.�

��.�
��.�

��.�
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がんや生活習慣病は自覚症状がないまま進行することも多いため、定期健康診断に加え、各種がん検診やオプション検査の受診を推進しています。

重症化予防➀ がん検診・オプション検査の受診率
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がん検診＋オプション検査 受診率 推移

���.�% 

��.�% 

��.�

��.�

��.�

��.�% 

��.�% 

��.�% 

��.�% 

��.�% 

��.�% 

��.�% 

2023年度 2024年度 2025年度

乳がん

子宮頸がん

胃がん

前立腺がん

肺がん

大腸がん

フェリチン

甲状腺

頸動脈エコー
��.�

��.� ��.�

��.�

��.�

��.� ��.�

��.� ��.�

��.�

��.� ��.�

��.�
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��.�

��.�

��.�

��.�

��.�

��.�
��.�

��.�

��.�

��.�

巡回健診を利用する社員に向け、施設健診
と同等の検査環境を確保しています。婦人科
健 診 では、経 腟 超音 波 検 査を受 診 できる
体制を整備。
2025年度からは、新たに巡回健診受診者を
対象に、胃部X線検査に加え、後日健診施設
で胃部内視鏡検査を選択して受診できる仕
組みを順次導入しています。

巡回健診における検査環境の充実！

◯全項目共通：かかりつけ医での定期受
診への移行者を母数に含む

◯肺がん：放射線検査を受けられない方
を母数に含む

◯胃がん：胃部X線検査および胃内視鏡検
査の合計

◯乳がん・子宮がん：女性のみ（全年齢）
◯前立腺がん：男性のみ（40歳以上）
◯フェリチン：男女（全年齢）
◯頸動脈エコー：男女（40歳以上）

女性向けがん検診や胃がん検診を始め、受診の重要性に関する理解向上や促進を図り、
疾病の早期発見・重症化予防を推進します。今後に向けて



定期健康診断や各種検診で、再受診や精密検査が必要と判定された社員に対し、産業医や保健師が継続的に受診勧奨を実施しています。がん検診やオプショ

ン検査も含め、健康リスクの早期把握と適切な受診を後押ししています。

重症化予防➁ 受診勧奨
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��.�% ��.�% 

�.�% ��.�% 
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要精密検査受診率要精密検査該当者率

2023年度

��.�

��.�

��.�

2024年度

��.�

2025年度

��.�

要精密検査 （該当者率・受診率）
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��.�% ��.�% 

��.�% ��.�% 
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�.�% ��.�% 

要治療受診率要治療該当者率

2023年度

�.�

��.�

��.�

2024年度

�.�

2025年度

�.�

要治療 （該当者率・受診率）

��.�

産業医や保健師による面談や声掛けを強化し、受診勧奨を徹底するとともに、
必要に応じて適した検査等の提案を進めていきます。今後に向けて



1996年から社内禁煙ルールを導入し、2007年には事業場内喫煙所の廃止や全社的な全面禁煙、禁煙外来の補助制度など、

長年社員の卒煙支援に継続的に取り組んでいます。

2025年度は、ロートグループ健康保険組合と共同で、卒煙希望者を対象としたセミナーを開催。

また、「習慣化アプリ」を活用した支援策を実施し、一人ひとりの卒煙への取り組みもサポートしています。

卒煙に向けた取り組み
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重点テーマ

グループ会社合同禁煙セミナー

NEW

セミナーには 講 師として外 部から医師を招き、参加 者は

タバコの歴史や健康への影響などを多角的に学び、「禁煙へ

の意識が高まった」などの声が寄せられました。

2025年5月

グループ会社との連携を強化し、卒煙支援を通じて喫煙率のさらなる低減を目指します。今後に向けて



社員一人ひとりの仕事へ向き合う状態を把握するため、「Well-beingの振り返り」を、2021年から年2回実施。全社員で振り返る

機会を設けることで、社員が自分自身で「Well-beingポイント」＊に影響する要素を認識し、周囲の仲間とともにWell-being

を高めていくことを狙いとしています。健康経営では、最終指標である「働きがいの向上」として位置づけ、マインド面の充

実度を把握し、自律的な成長や価値創造につながるよう、個の経験や学びのきっかけづくりにも活かしています。

仕事への向き合い方を数値化し、振り返る
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Well-beingポイント

自分らしい働き方を考える
～上野工場向けキャリア研修～

NEW

工場社員が「キャリア」を広い視点で捉え、自身の成長に

対して前向きな意識を醸成することを目的としたワークシ

ョップを実施。積み重ねてきた経験や強みを再認識し、働

きがいの向上につなげています。

2025年8月

�

�.��

�.�

�.��

�.�
2023年度 2024年度 2025年度

（10ポイント中）

5 項目のうち「貢献実感」、「チームワーク」が特に向上

「キャリア形成に対する期待感」が今後の強化ポイント

＊自社独自の従業員エンゲージメント評価指標。
5項目（ 「1.貢献実感」、「2.楽しさや豊かさ」、「3.成長実感」 、「4.キャリア形成に対する期待感」、「5.チームワーク」 ）について1~10ポイントで自
己評価を実施。実績値は年２回実施分を回答した社員の平均。

参加者の8割以上が「現場業務とキャリアを関連づけて考えられた」と
回答



社員一人ひとりが、心身ともに健やかな状態で働き続けることが、Well-beingの実現に向けた重要な基盤である

と考えています。そのため、自ら健康を管理し、主体的に健康づくりに取り組むことができる「自律型健康人財」

の育成を推進しています。

自律型健康人財の実現に向けて
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健康に関する
情報や知識を

獲得できている

69.7%

健康を意識した
行動の実践

69.7%

社内の健康施策への
参加率（直近１年）

95.4%

自律型健康人財の育成

個人のWell-being向上

リテラシー向上 行動・実践・習慣化へ

組織のWell-being実現

※社内健康意識調査（2025年12月）

十分に獲得できている やや獲得できている

あまり獲得できていない 獲得できていない（変わらない）

十分に実施している 実施している

あまり実施していない 実施していない

いずれかに参加 不参加



取り組み紹介
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けんこう祭’25秋 改善チャレンジ

NEW

社員の健康課題の中でも「睡眠」「メタボリックシンドローム」に加え、女性社員が約6割を占めることを踏まえ「貧血改善」を2025年度の重点テーマと
位置づけました。これらの課題に対し、エントリー制による「睡眠改善」「メタボ改善」「貧血改善」の3つのチャレンジコースを準備。任意参加にもかかわ
らず、改善を希望する社員や予防を目的とする271名もの社員が参加し、生活習慣の見直しや行動変容のきっかけづくりにつながりました。

2025年9～11月

重点テーマ

健康の基盤となる12の指標や定期健康診断の結果をもとに、重点的に取り組むべき健康課題を把握し、

社員の行動変容につながるさまざまな施策を推進しています。

エントリー

目標設定が生活改善の意識向上につながった
だらだらせず起きることで夜自然に眠くなった

社員の声
睡眠改善

チャレンジ
メタボ改善
チャレンジ

貧血改善
チャレンジ

外部講師や産業医によるセミナー

生活を見直す改善目標設定

目標達成に向け実践（2カ月間）

睡眠改善チャレンジ

毎日少しでも運動するようにした
食事の内容や時間、食べ過ぎ飲み過ぎを抑える癖がついた

メタボ改善チャレンジ

鉄を多く含む食材を意識して摂取した
鉄分や栄養のことを考えるようになった

貧血改善チャレンジ

参加人数

計271名

満足度

各チャレンジ9割以上



会 社と健 康 保 険 組 合 の 連 携 をさらに 強 化し、P H R の 活 用 を進 め 、
社 員と組 織 全 体 の 健 康 づくりを推 進します。

TO
P

メ
ッ
セ
ー
ジ

方
針
と
体
制

こ
れ
ま
で
の
歩
み

具
体
的
な
取
り
組
み

今
後
の
展
望

今 後 の 展 望
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国 内 外 のグル ープ 会 社との 連 携 を強 化し、ロ ートの 健 康 経 営 を
グル ープ 全 体 へ 広 げることで、W e l l - b e i n g 経 営 の 推 進 を図ります。

長 年 培ってきた 健 康 経 営 の 成 果 を社 会 へ 還 元し、
ロンジェビティの 実 現 に 貢 献する新 た な 価 値 を創 造します。



・「健康経営優良法人（ホワイト500）」には、6年連続9度目の認定を受けています。
・「スポーツエールカンパニー」には、2018年の認定開始以来9年連続認定で「シルバー」を、加えて、3年連続で「＋（プラス）」認定を受けています。

2026年8月 発行 ロート製薬株式会社


